
第 4 回定例研究会

「福島、見えない災害を描く」

第 4 回の定例研究会は、講師に明治大学理工学部教授の青井哲人先生を、指定討論者に佐藤 浩司 氏、垂水 英司 氏をお迎えし
て、ご講演いただきました。たくさんの方々にお運びいただき、誠にありがとうございました。また、ご協力いただきました
皆様に心より感謝申し上げます。
 ＜福島、見えない災害を描く＞
福島第一原子力発電所事故がもたらした災害とはいったい何なのでしょう。
建築・都市に携わる者はその「見えない災害」を可視化することに取り組むべきだと考えます。
NPO 福島住まい・まちづくりネットワークが我々専門家チームとともに発行している

『福島アトラス』（2016～継続中）では、「避難社会 evacuation society」と
「環境世界 ecological world」というふたつのキーワードのもとに、厖大なデータと語りを
インフォグラフィックスとハンドドローイングによって可視化しています。
私たちが作成している「地図集」から福島の現在と可能性を考えていただけたらと思います。( 青井哲人 )

テーマ
「 福島、見えない災害を描く 」
日時
2020 年 1 月 11 日（土）13:00 ～ 15:30　＊受付開始 13:00~
要申込・先着順、電話 / メール /HP 問い合わせフォームよりお申し込みください。
また、今回より web 申込みも可能となりました。
web でのお申込みの際は、以下の URL からお願いいたします。
https://forms.gle/FLMHDC7dTdDPKevP8
場所
武庫川女子大学　甲子園会館（旧甲子園ホテル） 西ホール
※駐車場がございませんので、公共の交通機関をご利用ください。
 
お問い合わせ
武庫川女子大学生活美学研究所
TEL：0798-67-1291 （受付時間：祝日を除く月～金　10:00-16:00）
MAIL：seibiken@mukogawa-u.ac.jp
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講師
青井哲人（あおい・あきひと）
京都大学工学部建築学科卒業、同大学院建築学専攻博士課程中退後、
神戸芸術工科大学人間環境大学をへて 2008 年より明治大学（現在、同教授）。
著書に『彰化一九〇六年』、『植民地神社と帝国日本』、
共著に『津波のあいだ、生きられた村』、『日本都市史・建築史事典』、世界建築史 15 講』ほか。
指定討論者
佐藤 浩司 氏

（元 国立民族学博物館 准教授）
垂水 英司 氏

（TAR 工作室代表 武庫川女子大学非常勤講師）
コーディネーター
鎌田 誠史

（武庫川女子大学 生活美学研究所研究員）

青井哲人 氏（明治大学理工学部教授）

佐藤 浩司 氏 垂水 英司 氏
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